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整 理 番 号  2018P-094 

補助事業名  平成30年度 青少年の健やかな成長を育む活動 補助事業 

補助事業者名  公益社団法人「小さな親切」運動本部 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

全国の小学生に対し、①オリジナル紙芝居を活用した道徳授業の中で、人とのつな

がりの大切さや協力の心が困難を乗り越える力になることを考えてもらう。②工作教

室や声優による紙芝居上演を通じ、楽しむことが希望につながり前向きに生きる力に

つながること、創造力が社会を生き抜く力につながることを伝えていく。 

 

（２）実施内容 

 ① 紙芝居を活用した道徳授業の実施  

オリジナル紙芝居「まつりのひ」を教材として、３県３か所で道徳のモデル授業を

実施。助け合いや思いやりの心、郷土愛を育める内容だと教育現場での評価も高い。

また、多くの学校に紙芝居を活用した授業を広めようと、授業後に教員向けの事後研

究会も実施した。 

※紙芝居授業の様子は、当団体Facebookでも紹介。 

 

 

 

 

 ② 工作教室の実施  

子どもたちに嫌な状況を楽しめるようになってほしい、遊び方を創造する楽しさを

知ってもらいたいと、「イライラを楽しもう！ビー玉バランスボード」の制作を行った。

講師に板絵画家、絵本作家の有賀忍氏を迎え、宮崎県・都城市立明道小学校で、遊び

方を生み出す楽しさも伝えた。 

※工作教室の様子は、当団体Facebookでも紹介。 

 

先生も勉強します 君はどう思うかな？ 大型紙芝居で上演 

http://www.kindness.jp/kids/activity/picture-story
http://www.kindness.jp/kids/activity/handicraft
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 ③ 声優による紙芝居上演の実施  

新潟県・長岡市立深沢小学校で実施。人気アニメの声優さんが、目の前で読む紙芝

居に子どもたちは目を輝かせていた。学校からも「子どもたちにとって、この先きっ

と味わうことができないとても貴重な体験になった」といった声が届いている。出演

は、「ちびまる子ちゃん」ブー太郎役でおなじみの、永澤菜教さん。 

※紙芝居上演の様子は、当団体Facebookでも紹介。 

 

  

 

 

 ④ 幼児向けプログラムの制作  

これまでの調査結果をもとに、本格的に幼児向けプログラムおよび教育資材『おは

なしメリーゴーランド』の制作を開始。プログラム監修・イラスト制作は大学客員教

授の有賀忍氏。今年度は試作品を東京都・高井戸西子供園で実演、改良を加えながら、

来年度の完成を目指す。 

 

 

 

 

 ⑤ ホームページを活用した活動紹介  

これまで各ページに散らばっていた、有識者のコラムを一つにまとめた「子育てコ

ラム」を追加。トップページにもリンクを配置し、より読んでもらいやすいよう府空

幼児向けプログラムが始まります 

工作の前に、頭と体をほぐします！ “ちゃんしの”が少しだけお手伝い 最後は先生も一緒に遊んじゃおう 

プロの声優さんが目の前で！ 食い入るように見つめる子どもたち 

http://www.kindness.jp/kids/activity/picture-story_pfrmns
http://www.kindness.jp/wp-content/uploads/2019/02/no.513-P10-11.pdf
http://www.kindness.jp/kids/
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をした。新たに大学教授のコラムも掲載、子育て世代にはぜひ読んでもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

今年度より本格的に道徳の教科化が始まり、その授業方法や活用する教材への関心

がさらに高まっている。実施校の先生方からは、授業の参観や事後研究会が大変勉強

になったという声をいただいており、その実施が求められていると実感するとともに、

自主的な授業実施が期待される。 

工作教室並びに声優による紙芝居上演は、現在の社会状況やこれまでの実施先及び

関係者からのご意見を受け、今年度から広く全国で実施することになり、初めて宮崎

県・新潟県で行った。参加した子どもたちからは「みんなにちがいがあっていいとい

うことが心の中にのこりました（工作教室）」「プロの声優さんが目の前にいるなんて

夢みたい（紙芝居上演）」という感想が届いた。子どもたちにその時にしか味わえない

感動を与え、またかけがえのない経験となることで、その後の人生に豊かさを与えう

るのではないかと考える。 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・専用ホームページ “てらこあん”（http://www.kindness.jp/kids/） 

・幼児向け教育資材 『おはなしメリーゴーランド』２種 

 

 

 

“てらこあん”トップページで紹介 新設した「子育てコラム」 

http://www.kindness.jp/kids/
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【自己紹介編（案）】 

 
 

【砂場編（案）】 

 
 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益社団法人「小さな親切」運動本部 

（チイサナシンセツウンドウホンブ） 

住   所： 〒１０１-００６１ 

東京都千代田区神田三崎町２－２０－４ 

代 表 者： 代表理事 鈴木恒夫（スズキツネオ） 

担 当 部 署： 事業推進（ジギョウスイシン） 

担 当 者 名： 五味佑理子（ゴミユリコ） 

電 話 番 号： ０３-３２６３-２８６６ 

F A X： ０３-３２６３-３８３８ 

E - m a i l： skm1963＠kindness.jp    

U R L： http://www.kindness.jp/ 

 

mailto:skm1963＠kindness.jp
http://www.kindness.jp/

